
 
1 目 的 

地域包括支援センター事業においては、三専門職が位置づけられ地域における総合的なケアシステ

ムを構築することが求められています。その実現のためには、それぞれの専門性を発揮していくこと

を前提としながらも、相互に連携し協働で業務を推進していくことが重要であると考えます。 

 このことを踏まえ、宮崎県社会福祉士会では、社会福祉士が担う「総合相談・権利擁護業務」を行

う上で必要な知識・技術を習得するとともに、関係職種にも理解を深めていただくことを目的として

本研修を開催するものです。 

 
2 日 時   平成 19年 11月 23日（金）～ 11月 24日（土） 受付 9時 30分～ 

 
3 会 場   宮崎県精神保健福祉センター ５階大研修会室 

宮崎市霧島 1-1-2  電話 0985-27-5663 

※ 駐車場に限りがあるため、公共交通機関のご利用をお願いします。 

 
4 主 催     社団法人日本社会福祉士会宮崎県支部  

(宮崎県社会福祉士会 地域包括支援センター推進委員会) 
 

5 後 援   宮崎県 宮崎県社会福祉協議会 宮崎県地域包括・在宅介護支援センター協議会 
（予定） 

6 対象者     
① 地域包括支援センターの社会福祉士等、保健師等、主任介護支援専門員等の職員 
② 在宅介護支援センターの職員 
③ 県市町村行政機関の職員 
④ 県市町村社会福祉協議会の職員 
⑤ 地域包括支援センターへの配属を希望する者 
⑥ 社会福祉士会会員 

 
7 参加費   会員 7,000円   非会員 10,000円   
8 定 員   70名    

 
9 締め切り  11月 9日（金） 期日前でも定員になり次第、受付を締め切ります。 
         口座を挿入 

受講希望者は「受講申込書」に必要事項をご記入の上，下記の口座に振込み、郵便またはＦＡＸで，

事務局へ申込んでください。 
 

 

 

 

 

 

※ 本会の都合により、口座名義が現会長名ではなく前会長名になっておりますので、ご

注意ください。 
 

 

平成 19年度（2007年） 
地域包括支援センター スキルアップ研修会 

 開催要項  

金融口座 宮崎銀行 本店 
預金種類 普通 
口座番号 49355 
口座名義 宮崎県社会福祉士会  小倉和也 



 

10  プログラム 
■ 1日目 平成 19年 11月 23 日（金） 

時 間 講義内容 

9:30～ 受付 

9:50～ 開講式・オリエンテーション 

10:00～10:30 
行政報告 (予定)  
「地域包括支援センター事業の状況と今後の取り組み」 
   講 師  宮崎県福祉保健部高齢者対策課 

10:30～12:00 

先進自治体の介護予防事業の実践報告 
厚生労働省も先進モデルとして注目している和光市の地域ケアの実践。その立

役者となる東内氏を招聘し、総合相談のあり方や地域ネットワークの作り方、

本来の地域包括支援センターのあり方について学ぶ 
 

テーマ 
「地域包括支援センターの職員は、どこに向かって仕事をしていくべきか」 

講 師  和光市保健福祉部長寿あんしん課 課長補佐 東内 京一氏 
12 :00～12:45 昼食。 

12:45～13:45 

県内地域包括支援センターの実践報告 
テーマ 
「地域包括支援センターで取り組んだこと、取り組もうとしていること」 
 都城市山之口・高城地区地域包括支援センター 社会福祉士 乗峯 純也氏  
 清武町地域包括支援センター         社会福祉士 豊田 ひとみ氏 
野尻町地域包括支援センター         社会福祉士 田方 一哉氏 

13:55～15:30 

グループ討議 
「センターの効果的な業務改善の取り組みについて」 
  保険者によって取り組まれていること 
  センター独自で取り組んでいること 
  あなた自身で取り組んでいること 

15:40～17: 00 
本日のまとめ 
「本来の地域包括支援センターを創るために、今日からできること」 

講 師  和光市保健福祉部長寿あんしん課 課長補佐 東内 京一氏 
18:00～～ ●情報交換会 

 
11 ■ ２日目 平成 19年 11月  24日（土） 

時 間 講義内容 

9:15～ 受付 

9:30～10:50 

先進自治体の高齢者虐待防止についての実践報告 
高齢者虐待防止事業の先駆者である横須賀市では、２００１年にいち早く事業

を立上げ、２００３年に厚生労働省がモデル事業に選定した。現場第一線で活

躍する保健師の明日からすぐできるノウハウを学ぶ 
 
テーマ   
「高齢者虐待防止はどこまで対応できるか、現場の実践報告」  
講 師  横須賀市高齢者虐待防止センター 保健師 角田 幸代氏 



 

11:00～12:15 
テーマ 
「高齢者虐待防止のためのネットワークや対応システムの作り方」 
講 師  横須賀市高齢者虐待防止センター 保健師 角田 幸代氏 

12:15～13:00 昼食 

13:00～14:00 

実践者発表 
テーマ  
「高齢者虐待についての状況と対応について」 
宮崎市中央地区域包括支援センター       社会福祉士 吉田 修 氏 
日向市地域包括支援センター         社会福祉士 児玉 恭子氏 
都城市山之口・高城地区地域包括支援センター 社会福祉士 乗峯 純也氏  

14:10～15:20 虐待介入事例検討会  
宮崎市中央地区域包括支援センター      社会福祉士 吉田 修 氏 

15:30～16:00 
本日のまとめ 
「高齢者虐待に対する対応力を向上させるために」 

講 師  横須賀市高齢者虐待防止センター 保健師 角田 幸代氏 
16:00～16:10 閉会式 

 
12 情報交換会について 

1日目の講義終了後，情報交換会を開催します。 
参加希望の有無は，研修参加申込書の該当箇所に○をしてください。（会場は当日ご案内いたします。） 
情報交換会負担金 3,500円 
 

13 その他  
● 入会手続き中の方，入会を希望される方は申込みの際に事務局にご連絡ください。  

● 取り消し・欠席の場合，受講料は払い戻しませんのでご了承ください（入金後，欠席された場合

は，研修終了後，資料をお送りいたします） 

● 個人情報の取り扱いについては、参加申込書に記載された個人情報は，参加者名簿の作成のほか，

研修目的のみに使用いたします。 

 
14 問い合わせ先 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¾ 〒880－0007 宮崎市原町２－２２ 
社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会気付 
宮崎県社会福祉士会事務局（担当 渡部） 
電話 ０９８５－２２－３１４５   FAX ０９８５－２７－９００３ 



お申し込みについては郵送もしくはＦＡＸで 11月 9日（金）までにお願いします。 
社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会気付 宮崎県社会福祉士会事務局（担当 渡部） 
 
FAX ０９８５－２７－９００３ 

 
 

 日本社会福祉士会 
会員の有無（○をつける） はい  いいえ フリガナ 

氏 名  
 会員番号  

所属先  

所在地 〒    － 
 

連絡先① 電話    －（   ）－      FAX    －（   ）－   
メールアドレス                          

自 宅 〒    － 
 

連絡先② 電話    －（   ）－      FAX    －（   ）－   
メールアドレス                          

名簿記載 
の可否 
 

該当するところに○をつけてください 
□  同意する     □  同意しない 

ネットワーク作りに役立てるために｢氏名｣｢所属｣｢職種｣｢所属先電話｣を記載した

『参加者名簿』を作成し、研修参加者に配布する予定です。 

 地域包括支援センター職員( 現  職 )  資格（          ） 
 地域包括支援センター職員( 配属予定 )  資格（          ） 
 在宅介護支援センター職員     資格（          ） 
 県市町村行政機関等職員       資格（          ） 
 県市町村社会福祉協議会職員    資格（          ） 
 地域包括支援センター配属を希望する者 資格（          ） 

職 種 
該当するとこ

ろに○をつけ

てください 
 

 社会福祉士会会員       
内 容 単 価 合 計 

 ■会員 7，０００円 
 非会員 １，００００円 
 ■情報交換会負担金 ３，５００円 

振込み合計 
 

円 

お申込内容 
 
該当するとこ

ろに○をつけ

てください。  ■弁当注文 ５００円程度 当日支払い 
 
 

平成 19年度（2007年） 
地域包括支援センタースキルアップ研修 参加申込書 


